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棚
底
地
区
振
興
会
報

ア
イ
ラ
ト
ビ
カ
ズ
ラ

井戸

令
和
に
な
り
初
め
て
の
総
会
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
「
密
閉
空
間
」「
密
集
場
所
」

「
密
接
場
面
」
の
３
つ
の
「
密
」
を
避
け
た

書
面
議
決
と
い
う
形
で
開
催
。
４
月
２

１
日
付
け
で
総
会
資
料
を
作
成
、
振
興

会
構
成
員
に
発
送
し
ま
し
た
。

通
常
総
会
と
同
じ
よ
う
に
元
年
度

事
業
経
過
、
収
支
決
算
報
告
や
２
年
度

事
業
計
画
、
予
算(
案
）
の
承
認
に
つ
い

て
、
ま
た
、
役
員
改
選
の
年
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
１
６
日
の
役
員
会
で
推
薦

が
あ
っ
た
会
長
、
副
会
長
の
承
認
案
件

を
提
案
し
ま
し
た
。

本
年
度
の
振
興
会
は
、
約
一
つ
月
、

船
長
不
在
の
ま
ま
航
海
、
苦
肉
の
策
と

し
て
書
面
決
議
に
至
り
ま
し
た
。
そ
の

こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
な
お
、
集

計
結
果
は
、
コ
ミ
セ
ン
掲
示
板
に
公
示

し
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

役
員
の
皆
様
に
は
、
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
す
が
、
地
域
振
興
の
た
め
ご
協

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

事　　　業　　　名 事　　　業　　　名

ボランティアガイド研修 天草市一斉避難訓練

総会（書面議決） 棚底地区敬老会

棚底史跡めぐり＆ウォーキング（中止） 棚底地区スポーツ大会

棚底城跡・棚底川草刈作業 倉岳町民体育祭

一日一汗運動 棚底城跡・棚底川草刈作業

棚底城跡・棚底川草刈作業 天草最高峰倉岳ウォーク

防犯パトロール 倉岳町ふるさとまつり

世代間交流事業 防犯パトロール

棚底地区盆踊り えびす祭り・マラソン大会

９月　６日（日）

４月　日（　）

４月２６日（日）

５月１０日（日）

６月 ７日（日）

７月 ５日（日）

７月２０日（月）

８月 ２日（日）

８月１４日（金）

随 時

月 日（曜日）

１１月２９日（日）

１２月２４日（木）

１月１０日（日）

月 日（曜日）

令和 ２年度主な年間事業計画

９月１３日（日）

９月２７日（日）

１０月１１日（日）

１０月２５日（日）

１１月 ８日（日）

棚
底
地
区
振
興
会
で
は
、
本
年
度
第

１
回
目
の
部
会
会
議
を
４
月
６
日

か
ら
９
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。
新

年
度
の
事
業
計
画
と
正
・
副
部
会

長
選
出
が
主
な
議
題
で
し
た
。
各
部

会
の
正
・
副
部
会
長
は
次
の
通
り

で
す
。(

敬
称
省
略
）

自
治
環
境
部
会

部
会
長

中
田

保
男

副
部
会
長

村
田

龍
司

地
域
づ
く
り
部
会

部
会
長

福
本

英
樹

副
部
会
長

魚
本
十
三
雄

体
育
部
会

部
会
長

宮
崎

浩
司

副
部
会
長

梅
戸

聖
彦

健
康
福
祉
部
会

部
会
長

大
手

健
三

副
部
会
長

永
畑

正
美

健康福祉部会会議のようす＝４月９日コミセン

アイラトビカズラ＝４月１６日撮影 美月の大桜＝４月２日撮影



　人口動静

世　帯　数

３月末

958(-9)

２月末
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３月末 ２月末

649(-4)

高齢化率
４８.９８ ％

人　　口

485 1,084(-4)

2,691(-17)

486(+1) 1,088棚　底

浦 279(-2)281 653

合　計 1,210

967445(+1)

1,210(0)

宮　田 444

2,708

５月１０日（日）に予定していました棚底城跡

および棚底川美化作業 は、コロナウィルス

感染拡大防止のため 延期 します。

次回は、日程が決まり次第ご案内します。

（予定のため変更になる場合あり）

棚
底
城
通
信
第
４
７
号

棚
底
城
跡
登
り
口
に
あ
っ
た

看
板
を
３
月
末
に
建
替
え
ま
し

た
。
国
道
か
ら
も
見
え
る
大
き

さ
で
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ポ
ス
ト

も
つ
い
て
い
ま
す
。
通
り
か

か
っ
た
際
に
は
足
を
止
め
て
ご

覧
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

今
年
度
の
城
跡
整
備
は
、
工

事
用
車
両
が
通
行
で
き
る
た
め

の
道
路
の
設
計
や
登
り
口
の
階

段
設
置
を
行
い
ま
す
。

文
化
課
３
年
目
を
迎
え
、
今

年
度
も
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

(

天
草
市
文
化
課

宮
崎
）

新
し
い
看
板
を

設
置
し
ま
し
た

棚
底
城
跡
に
興
味
を
お
持
ち
の
方

は
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
楽
し
み
に
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
引
き
続

き
宮
崎
学
芸
員
の
投
稿
を
通
し
て

旬
の
話
題
を
掲
載
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
ご
愛
読
下
さ
い
。

【新しくなった看板】

茂
兵
衛
組

村
津
幸
吉

横
道
組

藤
崎
惣
市

百
姓
代

稲
田
源
作

同

稲
田
勇
六

年

寄

山
並
峯
吉

同

藤
本
八
二

当

村

松
岡
某
殿

稲
田
某
殿

前
書
之
通
相
違
無
之
候
致
奥
書
候

庄
屋

益
田
良
造

※
明
治
初
期
ま
で
は
官
選
庄
屋
で
、
益
田

良
造
は
大
島
子
村
の
庄
屋
で
し
た
。
明
治

十
二
年
の
公
選
に
よ
り
、
藤
本
喜
一
郎
が

初
め
て
地
元
出
身
の
村
長
と
な
っ
て
い

ま
す
。

前
回
、
幕
末
の
棚
底
村
で
鉄
砲
購

入
に
伴
う
借
金
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

し
た
が
、
今
回
は
、
證
文
で
連
署
し
た

当
時
の
組
頭
さ
ん
を
紹
介
し
て
み
ま

す
。
以
下
の
と
お
り
十
四
人
の
組
頭

さ
ん
の
名
前
が
あ
り
、
十
四
の
区
に

分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
現
在
で
は
使
わ
れ
て
い
な
い
地

区
名
も
あ
り
ま
す
が
、
苗
字
で
だ
い

た
い
の
予
想
は
つ
き
そ
う
で
す
。
た

だ
、
出
口
、
永
畑
、
宮
崎
、
仲
船
ツ
な
ど

は
現
在
の
旭
地
区
か
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
あ
ま
り
に
も
細
分
化
さ
れ
て
い

る
の
も
気
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在

の
歳
川
地
区
と
思
わ
れ
る
元
と
仲
上

の
境
も
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
茂
兵
衛
組
と
横
道
組
も
同
じ
で
す
。

・
・
前
文
省
略
・
・

明
治
四
年
末
二
月

元
組

歳
川
高
之
十

尾
上
組

松
森
国
市

元
小
崎
組

松
本
太
治
郎

上
小
崎
組

林
田
三
太
郎

山
組

山
田
金
三

幸
左
衛
門
組

佐
尾
幸
作

仲
上
組

古
野
光
年

出
口
組

坂
元
小
三
郎

永
畑
組

西
万
三
郎

宮
崎
組

谷
口
傳
弥

南
平
組

南
平
嘉
平
治

仲
船
ツ
組

濱
崎
岩
太
郎

棚
底
の
ち
ょ
っ
と
し
た
話

⑧

棚
底
村
・
幕
末
の
借
金
・
・

そ
の
二

三
区

歳
川

喜
三
生

【連署した当時の組頭さんたち】


